
奈良大学情報処理センター年報
第5号 記念号の発刊にあたって

センター所長 今 泉 重 夫

奈 良大学情 報処理 セ ソター(以 下 、 セ ソター とい う)は 、平成6年4月 を もちま して、

満7年 目を迎 え、同セ ソター年報 の刊行 も5号 を迎 え ることにな りま した。 当 セ ソタ0は 、

昭和63年 に山陵 キ ャ ソパ スへの移転 お よび社 会学 部 の増 設 とと もに開設 され ま した。 セ ソ

ター 開設 と共 に、汎用 大型 コソ ピュー タ(ACOS430/70)が 導 入 され 、そ の後 、 ワー一

ク ・ステー シ ョソの設置 、 ホス ト機 の強 化、教 育研 究支援 統合 ネ ッ トワー ク ・システムの

導 入 な ど着 実 に発 展 して来 ま した 。 ま た 、 平 成4年 度 に は 、 ス ー パ ー コ ソ ピ ュー タ

(ConvexC3420)十 グラ フ ィ ックス端 末(SiliconGraphics,IRIS/lndigoXS24)十

エ ソ ジニ ア リソ グ ・ワー ク ス テ ー シ ョ ソ(Sun,ipx×3台)+ワ ー ク ス テ ー シ ョ ソ

(Sun,ipc×35台)な どの ネ ッ トワー ク化 を行 い ま した。 この よ うに開設 以来 、 関係 各

位 の御協 力 に よ り情 報環境 が、 着実 に整備 され て、来 た るべ き高度情 報化社 会 へ の対応 が

はか られ て まい りま した。

セ ソター開設以来 、利用 者 、利 用実 績 ともに順調 に増 加 して い ます。平 成5年 度 に は・

スー パー コソ ピュー タ、汎用機 に よるセ ッシ ョソ開設 件数 は、8993件 で、 この処 理時 間 は

8428時 間強 で あ り、 ワー ク ・ス テー シ ョソ利 用 は6600件 で 、利 用 時間 は25963時 間余 で し

た。 また、学外 大型計 算機 セ ソ ター、学術 情報 セ ソター の利 用 は320件 で、利用 時間 は134

時間余 で あ り、利用件 数、利用 時 間 と もに開設 年度 の数倍 に もな ってい ます 。 これ らの利

用 内容 につ いて は、教 育利用 と研 究利用 が、大 体半 分 つつで あ る と推 定 してい ます。

これ まで、学 内にお け る学術研 究 お よび教 育 を支 え る重 要 な基 盤 と して の役割 を果 た し

て まい りま した。 この重要 性 は今後 とも変 るこ とは あ りませ ん し、ネ ッ トワ0ク が発達 す

ればす るほ ど、 スーパ ー コソピュー タ、学術 情報 デ ー タベ ー ス、情報 処理 サー ビスな ど利

用価 値 が増 大 し、そ の威 力 を発揮 す る ことにな ります。 セ ソターで は、 出来 るだ け多 くの

教職 員、学生 の皆様 に、 どの よ うな良いサー ビスを提供 して行 け るの かを模索 して い ます。

利用実 績 の増 大 と共 に、研 究 お よび教育 業績 も着実 に増加 してい ます。学術 雑誌 、紀要

な どを始 め、セ ソター年報 の質 、量 と もに増加 して来 ま した。 セ ソター年報 も本年 で 、発

刊 して5号 に な りま した。 これ を機 会 に第5号 記念 号 を発 刊 しま して、 内外 の ご意見 を賜

わ りた い と存 じます 。 この セ ソター年報 が、 これ まで の足 跡 を伝 え る ものだ けで な く、 こ

れか らのセ ソ ターの あ るべ き姿 を考 えて行 くた めの資料 とな る ことを希望 い た します。

これ を機会 にセ ソ ター教 職員0同 気 持 を新 た に し、 セ ソター の基 礎 を きず いて いただ い

た方 々に感謝 の意 を表 わす とともに、今後 と もセ ソター を一 層利用 してい ただ きます よ う

にお願 い 申 し上 げ ます。
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